
委員提言について

地域協議会では、地域自治区内の意見を行政に反映させるため、委員は委員

提言を行 うことができます。提言が出された場合の役割は以下のとおりです。

①各委員からの提言書
(団体・個人からの提言)
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: 提言書の内容について、事業担当課から提出された調書等赫 照し、各区

菫地域協議会の意見書として市長に提出するかどうかを協議する。

意見書を提出する場合

意見書の作成
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27土  第 1675号
平成 28年  1月 29日

原町地区地域協議会長

鈴木 進一 様

南相馬市長 桜井

河川の整備に関する意見書 (回答 )

平成 27年 11月 18日 付けで提出のありましたこのことについて、下記の

とお り回答 します。

記

1 市内河り||の洪水を未然に防止するための対策について

(回答)

南相馬市が管理する河川については、洪水を未然に防止する対策として、

定期的なパ トロールを実施するとともに地域からの要望に対して、直営又は

業者委託により草刈等を実施 しているところです。今後においても同様な維

持管理を行つて参 ります。

県が管理する河り||についても、適切な管理を行 うよう要望して参 ります。

【担当 :土木課 電話24-5258】



(参考)

1.市の取組み

① 28年度予算措置の状況について              ・

地域協議会からの意見書を受けて、維持管理のための予算を27年度3,336

千円から平成28年度4,452千円に1,116千 円増額します。

②定期的なパ トロールについて

現在、毎週月曜日と金曜日にパ トロールを実施している状況ですが、地域

協議会からの意見書を受けて、豪雨が予想される場合や梅雨時期には回数を

増やし対応 します。

2.県への要望
⌒      ①県が管理する河川についても適切な管理を行 うよう、平成27年9月 8日 に

福島県市長会で要望.回答は別添のとおり。
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平成28年度においても、富相■市分として

障車・ 伐ホエとして

■野li:L=800m、 新田川 L=1.000m等 、

堆砂除却として

大田,1:L=800m、 大ホFl‖ L=500m等
の予算要望を行つております。

今後、処分先●0日壺を通めながら、豫車・伐ホ及び土砂麟去を

進めたいと考えております。

また。小高区については,■興庁に対して福島再生加速化交付金

でのrlll内の40H及 び車や灌木の仕保が可能となる様、予算蜃

望を行つております。

0今後の取組内審

0その他特捏事項

担当屎 :管理課 (本庁河川壺●屎)

要望肉害 :二級河川の除車、仕採及びt●豫却について

河川内の車木等の伐操自体は可能なのですが、その処分において

産轟業者より葉が付いたものは処分出来なLS●0条件があり。また。

河川内の最砂については土砂の高線量がに偶されることから、撒去

後の量出・壼用先に昔慮しております。

■地の状■を確認しながら少しずつ対応しているところです.

平成27年度においても、一部の河川内の除車・伐ホの伐爆を実施

しています。 (貴altl、 麟田川、水彙川、
=野

川等)

0これまでの取組

027事業 (m
内審



(H28.8.24平 成 28年度第 4回地域協議会資料)

昨年度に地域協議会から提出された「河川の整備に関する意見書」に係る

28年度予算計上の状況と、土砂等の撤去に係る現状・今後について

○南相馬市 (土木課 回答)

28年度予算については、27年度3, 336千 円から平成28年度4, 45
2千円に1, 116千 円増額し予算を確保した。

土砂や草の撤去については、 5月 23日 に江井地内の土砂浚渫及び 6月 30日
に北新田地内の土砂浚渫を行つている。今後も随時実施していく予定。

○福島県 (相双建設事務所地域保全課 回答)

28年度予算については、7, 000千円確保

土砂や草の撤去については、小高区宮田川 (」 R上流部)で実施することを現

在協議中で、協議が終わり次第、土砂浚渫及び草刈りに入る予定。
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27総事第 1635号

平成 28年 3月 31日

原町区地域協議会長 鈴木 進一  様

南相馬市立総合病院

開設者 南相馬市長 桜井 勝延

看護師不足を解消する抜本的対策について (回答)

平成 28年 1月 22日 付け27原地協第 15号にてご意見のありましたこのことについて、

下記のとお り回答いたします。

口己

震災以降、看護師をはじめとする医療スタッフ不足解消の取 り組みにつきましては、平成 2

7年 4月 より専従スタッフ2名 を配置して医療職養成学校への求人活動や合同就職セミナーヘ

の出展、メディア等を活用した情報発信等により確保対策に努めてお ります。

また、次世代を担 う地域の中学生及び高校生に対しては、出前講座などの啓発活動や看護・

医療ガイダンスを実施することで、一人でも多くの医療人を創出するための活動に取り組んで

きたところであります。

このことから、看護師等医療スタッフの確保対策につきましては、採用活動を継続 して行う

とともに、効果的かつ有効的な対策等を講 じていけるよう努めて参 ります。

なお、離職防止策につきましては、スタッフのワークライフバランスの両立を図るとともに、

子育世代へのサポー ト体制を充実させ、全てのスタッフが定年退職まで、働きがい、やりがい

のある職場環境を創出することなどの対策を講 じ、離職抑制、防止に努めて参ります。

(事務担当)

〒975‐ 0033 福島県南相馬市原町区高見町二丁目 54番地の 6

南相馬市立総合病院事務部事務課総務係 ■L0244‐ 26‐ 7541


